
	
	

2012.10　産業と環境　89

　

高
度
成
長
期
の
我
が
国
製
造
業
が
「
自
動
車
」
や

「
電
機
・
電
子
製
品
」
等
耐
久
消
費
財
の
分
野
で
欧

米
市
場
等
に
展
開
し
て
い
っ
た
姿
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
に
挑
戦
す
る
プ
ロ
野
球
選
手
の
姿
に
重
な
る
。

国
内
で
技
術
と
体
力
を
磨
き
、
一
定
水
準
以
上
の
能

力
を
身
に
つ
け
た
企
業
が
、
更
な
る
成
長
を
求
め
て

世
界
の
頂
点
を
目
指
す
意
欲
を
持
つ
こ
と
は
、
自
然

で
当
た
り
前
と
言
え
る
。「
よ
り
安
く
、
よ
り
品
質

の
高
い
製
品
が
よ
り
多
く
売
れ
る
」
と
い
う
市
場
ル

ー
ル
の
下
、
少
な
く
と
も
一
時
期
、
我
が
国
の
「
も

の
づ
く
り
」
は
世
界
中
を
席
巻
す
る
に
至
っ
た
。
一

方
で
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス

海
外
展
開
を
例
え
る
と
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
を
目
指
す
の
に
近
い
。
な

ぜ
な
ら
「
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
分
野
は
、

世
界
共
通
に
市
場
と
需
要
が
あ
る
と
は
言
え
、
ゲ
ー

ム
の
「
ル
ー
ル
」
が
国
毎
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
廃
棄
物
処
理
法
や
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
該
当
す
る
制
度
は
各
国
に
存
在
す
る
が
、「
ル
ー

ル
」
と
い
う
表
現
に
は
制
度
以
上
の
意
味
が
含
ま
れ

る
。
生
活
環
境
保
全
や
資
源
有
効
利
用
促
進
と
い
っ

た
大
目
的
は
共
通
で
も
、
社
会
的
・
文
化
的
背
景
の

違
い
か
ら
各
国
民
の
廃
棄
物
に
対
す
る
価
値
観
や
考

え
方
が
異
な
り
、
更
に
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
関
与
の
範

囲
ま
で
が
異
な
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
が
「
中
国

で
は
お
金
を
払
っ
て
（
日
本
人
に
と
っ
て
の
）
廃
棄

物
を
買
わ
な
け
れ
ば
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
実
態
に

も
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
廃
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
が
１

本
か
ら
で
も
販
売
可
能
な
こ
と
を
一
般
市
民
が
認
識

し
て
お
り
、
近
所
の
回
収
拠
点
に
持
ち
込
ん
で
対
価

を
受
け
取
る
行
為
が
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る

国
で
は
、
行
政
に
よ
る
分
別
収
集
シ
ス
テ
ム
が
入
り

込
む
余
地
は
な
い
。
こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
違
い
が
あ

る
以
上
、
い
く
ら
国
内
で
の
実
績
が
あ
り
、
体
力
が

あ
る
企
業
で
あ
っ
て
も
決
し
て
有
利
な
競
争
に
参
加

す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
我
が
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

は
海
外
展
開
を
目
指
す
べ
き
必
然
性
が
あ
る
。ま
ず
、

少
子
高
齢
化
等
に
伴
う
「
国
内
市
場
の
縮
小
」
は
回

避
で
き
な
い
。
人
口
が
減
れ
ば
廃
棄
物
や
副
産
物
等

の
量
は
減
り
、
既
存
の
廃
棄
物
処
理
事
業
者
の
売
上

や
雇
用
等
も
減
る
。
業
界
全
体
と
し
て
よ
り
大
き
な

パ
イ
を
獲
得
す
る
に
は
、
海
外
の
成
長
市
場
に
活
路

を
見
い
だ
す
以
外
の
選
択
肢
は
な
い
。
次
に
「
サ
プ

な
ぜ
、
海
外
展
開
な
の
か
？
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ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
で
あ

る
。
産
業
廃
棄
物
等
の
排
出
者
で
あ
る
セ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
等
工
場
の
海
外
移
転
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
料
調
達
や
、

製
品
で
あ
る
再
生
資
源
の
利
用
先
確
保
の

た
め
の
競
争
力
を
奪
う
。
こ
ち
ら
も
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
た
不
可
逆

の
事
象
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
サ
イ

ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
海
外
展
開
を
目
指
す
べ

き
な
の
だ
。（
図
１
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
海
外
展
開
の
成

功
事
例
は
少
な
い
。
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

上
市
で
す
ぐ
に
結
果
が
問
わ
れ
る
「
Ｂ
to

Ｃ
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
異
な
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
Ｂ
to
Ｇ
」
や
「
Ｂ
to

Ｂ
」
と
の
複
合
形
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が

現
わ
れ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
で

も
官
民
一
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ア
ジ

ア
諸
国
等
に
お
け
る
先
行
事
例
の
芽
は
生

ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
環
境
省
及
び
経

済
産
業
省
が
Ｆ
Ｓ
事
業
や
補
助
事
業
を
通

じ
て
支
援
を
行
っ
て
き
た
28
案
件
を
サ
ン

プ
ル
と
し
て
、
そ
の
現
状
整
理
を
行
う
。

（
図
２
）

　

ま
ず
「
国
別
」
で
見
る
と
、
中
国
へ
の

展
開
事
例
が
約
32
・
1
％
で
最
も
多
い
。

タ
イ
が
約
17
・
9
％
で
続
い
て
お
り
、
我

が
国
製
造
業
の
展
開
先
拠
点
と
概
ね
重
な
っ
て
い

る
。
製
造
業
基
盤
の
存
在
は
産
業
廃
棄
物
の
安
定
調

達
や
再
生
資
源
の
販
売
先
確
保
に
は
欠
か
せ
な
い
。

物
流
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
も
、
製
造
業
人
材
の

確
保
に
も
、需
要
国
立
地
は
優
位
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
は
製
造
業
の
集
積
地
を
目
指

す
。
ま
た
、
新
興
国
が
経
済
発
展
を
加
速
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
は
、
製
造
業
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
（
対
外
直
接

投
資
）
受
け
入
れ
が
手
っ
取
り
早
い
。
製
造
業
の
安

定
操
業
に
は
、
原
燃
料
の
安
定
調
達
が
欠
か
せ
な
い

た
め
、
中
長
期
的
な
資
源
価
格
高
騰
を
見
据
え
た
製

造
業
の
発
展
と
資
源
有
効
利
用
促
進
は
、
新
興
国
で

も
一
体
不
可
分
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
基
盤
の
集

積
と
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
は
今
後
も
足
並

み
を
揃
え
て
進
む
。

　

次
に
「
処
理
手
法
別
」
で
見
る
と
「
選
別
・
解
体
・

破
砕
」
が
39
・
3
％
で
最
も
多
く
、
そ
の
処
理
対
象

物
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
廃
自
動
車
、
電
機
電
子
機

器
等
で
あ
り
、
我
が
国
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
中
で
培

わ
れ
た
技
術
を
海
外
展
開
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
次
に
、
都
市
ご
み
や
廃
油
・

廃
液
等
を
対
象
と
し
た
「
燃
料
精
製
・
製
造
等
」
と

「
焼
却
／
ご
み
発
電
・
埋
め
立
て
」
が
と
も
に
17
・

9
％
で
続
い
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
衛
生

処
理
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
探

る
こ
と
は
世
界
的
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、
現
地
ニ
ー
ズ

を
先
取
り
し
た
中
期
的
な
事
業
展
開
と
言
え
る
。
最

後
に
都
市
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
の
「
セ
メ
ン
ト
原
料

化
」（
14
・
3
％
）
及
び
非
鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
等

海
外
展
開
事
例
の
現
状
整
理

［処理手法別内訳］

［事業主体別内訳］

図２ 海外展開事例の現状整理



	
	

2012.10　産業と環境　91

の
「
非
鉄
製
錬
」（
10
・
7
％
）
で
も
、
我
が
国
で

独
自
の
再
資
源
化
技
術
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。
た
だ

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
み
を
目
的
と
し
て
セ
メ
ン
ト
工

場
や
製
錬
所
が
立
地
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
個

別
企
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
た
付
加
価
値
戦
略
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

最
後
に
「
事
業
主
体
の
属
性
」
で
見
る
と
、
海
外

展
開
を
目
指
す
中
間
処
理
事
業
者
が
35
・
7
％
、
プ

ラ
ン
ト
販
売
や
Ｅ
Ｐ
Ｃ
が
目
的
と
見
ら
れ
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
が
25
・
0
％
、
有
望
事
業
へ
の
投

資
や
資
源
安
定
確
保
が
狙
い
と
見
ら
れ
る
商
社
が

21
・
4
％
、
動
脈
分
野
で
の
現
地
展
開
が
前
提
と
な

る
素
材
メ
ー
カ
が
17
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
は
、
我
が
国
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
る
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
輸
出
」
の
対
象
分
野
に
含
ま
れ

て
い
る
。
成
長
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
市
場
獲
得
を

目
指
し
て
、基
幹
イ
ン
フ
ラ
（
電
力
、水
道
、鉄
道
等
）

分
野
で
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
一
体
の
参
入
に
よ
り
、
単

品
売
り
で
は
な
く
、
継
続
的
な
収
益
を
得
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
以
上
、
幅
広
い
業
種
に
よ
る
参
入
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
海
外
展
開
の
先
行
事
例
は
多
種
多

様
な
分
野
や
主
体
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
外
観
だ
け

見
て
も
各
社
が
一
定
の
戦
略
性
を
持
っ
て
成
功
の
芽

を
育
て
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。一
方
、

Ｆ
Ｓ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
事
業
化
を
断
念
し
て

撤
退
す
る
企
業
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
現
地
に
飛
び
こ
ん
で
初
め
て
見
え
る
ル
ー
ル

の
違
い
、
す
な
わ
ち
、
海
外
展
開
の
本
当
の
課
題
等

を
検
証
し
て
み
た
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
海
外
展
開
事
業
の
成
功
事

例
は
少
な
い
。
以
下
で
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
海
外
展
開
支
援
の
実
績
や
経
験
等
に
基
づ

き
、
よ
り
具
体
的
な
課
題
分
析
等
を
行
う
。

　

第
一
に
、「
地
元
権
益
に
係
る
情
報
の
不
足
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
廃
棄
物
処
理
の
分
野
で
は
、
我
が
国

を
含
め
て
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
特
殊
な
権
益
構
造
が
存

在
す
る
。
民
間
企
業
に
せ
よ
、
政
府
機
関
に
せ
よ
、

権
益
構
造
に
係
る
詳
細
情
報
を
海
外
か
ら
の
来
訪
者

に
説
明
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
例
え
ば
「
特

別
監
理
産
業
廃
棄
物
処
理
」
や
「
廃
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
」
等
、
安
定
的
に
高
い
収
益
性
が
見
込
め
る
事

業
は
、現
地
企
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
権
益
で
あ
り
、

実
質
的
な
参
入
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
あ
る
。
現
地

企
業
か
ら
「
日
本
の
優
れ
た
環
境
技
術
」
へ
の
賞
賛

を
受
け
た
と
し
て
も
、
事
業
出
資
に
よ
る
参
画
可
能

性
は
低
い
。
明
ら
か
に
有
望
な
事
業
に
対
し
て
は
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
技
術
供
与
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
等
）
を

通
じ
て
実
績
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
つ
つ
、
徐
々
に

そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
深
く
入
り
込
む
こ
と
が
現

実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
言
え
よ
う
。

　

第
二
に
、特
に
回
収
シ
ス
テ
ム
整
備
に
お
け
る「
現

地
政
府
へ
の
過
度
な
依
存
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
仮
に

衛
生
処
理
の
向
上
や
資
源
回
収
の
高
度
化
を
目
的
に

行
政
回
収
を
導
入
し
て
も
、
排
出
者
が
参
画
し
な
け

れ
ば
回
収
量
は
増
え
な
い
。
我
が
国
で
携
帯
電
話
を

強
制
的
に
回
収
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
途
上
国
で

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
回
収
シ
ス
テ
ム
を
制
度
的
に
構
築
す

る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
た
方
が
良
い
。
よ
り
現
実

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
現
地
で
回
収
シ
ス
テ
ム
を
保
有

す
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ス

カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
（
廃
棄
物
か
ら
の
有
価
資
源
回
収
を

生
業
と
す
る
人
々
）
が
資
源
を
持
ち
込
む
回
収
拠
点

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
有
し
て
い
る
企
業
、
あ
る
い
は

最
終
処
分
場
等
を
管
理
し
て
い
る
企
業
等
と
の
連
携

こ
そ
が
、
回
収
シ
ス
テ
ム
整
備
に
向
け
た
最
も
現
実

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
政

回
収
へ
の
期
待
は
、
肝
心
な
と
こ
ろ
で
「
梯
子
を
外

さ
れ
る
」
リ
ス
ク
が
高
い
。

　

最
後
に
「
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
意
識
の
齟

齬
」
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
一
般
的
に
途
上
国
は

Ｆ
Ｄ
Ｉ
受
入
に
積
極
的
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
誘
致
も
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
郊
外
の
区
画

を
「
特
区
」
化
し
て
誘
致
を
行
い
、
本
来
二
束
三
文

で
あ
っ
た
土
地
の
価
格
を
引
き
上
げ
て
不
動
産
利
益

を
得
る
こ
と
、
更
に
は
そ
の
土
地
や
事
業
を
担
保
と

し
た
新
規
融
資
獲
得
等
を
主
目
的
に
据
え
る
こ
と
も

め
ず
ら
し
く
な
い
。
一
方
の
日
系
企
業
が
地
道
な
Ｆ

Ｓ
調
査
等
を
進
め
て
い
て
も
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
が

不
動
産
利
益
を
目
当
て
に
事
業
化
を
急
げ
ば
、
同
じ

目
線
で
の
事
業
成
立
を
望
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
う
し
た
事
態
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
現
地

パ
ー
ト
ナ
ー
も
自
社
同
様
に
リ
ス
ク
を
負
う
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
現

地
パ
ー
ト
ナ
ー
が
土
地
を
提
供
し
て
、
設
備
投
資
や

海
外
展
開
に
お
け
る
課
題
分
析
等
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事
業
運
営
は
全
て
日
本
側
が
行
う
が
、
株
式
保
有
比

率
は
半
々
と
す
る
、
と
い
っ
た
事
業
モ
デ
ル
は
リ
ス

ク
が
高
い
。
金
額
の
多
寡
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と

も
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
側
に
も
出
資
等
の
現
物
リ

ス
ク
を
負
う
体
制
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
事
業
運

営
上
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
引
き
出
す
こ
と
は
出
来

な
い
。（
図
３
）

　
「
我
が
国
の
優
れ
た
環
境
技
術
で
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
生
活
環
境
向
上
を
図
る
と
と
も
に
現
地
市
場
を
獲

得
す
る
」と
い
う
テ
ー
マ
設
定
は
美
し
い
。
た
だ
し
、

展
開
先
国
に
も
独
自
の
戦
略
や
ル
ー
ル
が
あ
り
、
美

し
い
テ
ー
マ
に
共
感
は
し
て
も
行
動
様
式
ま
で
改
め

て
く
れ
る
と
は
期
待
で
き
な
い
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
関

係
者
は
、
残
さ
れ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（
成
長
市
場
）

と
し
て
の
自
国
の
魅
力
を
自
認
し
て
お
り
、
先
進
諸

国
の
中
か
ら
ど
こ
の
国
や
企
業
と
組
め
ば
利
益
を
最

大
化
で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
冷
徹
に
見
極
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
限
ら
ず
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取

組
は
ナ
イ
ー
ブ
な
議
論
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
地
球

環
境
や
生
活
環
境
の
改
善
を
望
ま
な
い
政
府
や
国
民

は
い
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
受
入
可
能
な
コ
ス
ト
の

天
井
は
我
が
国
の
関
係
者
が
期
待
す
る
よ
り
も
低

い
。
で
あ
れ
ば
展
開
先
国
の
ル
ー
ル
を
深
く
理
解
し

た
上
で
、
相
手
先
の
土
俵
で
相
手
と
共
に
勝
ち
残
る

た
め
の
戦
略
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
般
論
と
し
て
、
現
地
政
府
機
関
か
ら
の
支
援
獲

得
と
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
の
２
点
は

必
須
要
件
と
な
る
。
規
制
対
象
分
野
で
日
本
企
業
だ

け
が
得
を
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
現
地
政
府
が
認
め
る
は

ず
は
な
い
し
、
そ
の
事
業
収
益
は
地
元
企
業
を
通
じ

て
現
地
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

次
は
個
別
分
野
に
お
け
る
情
報
戦
で
あ
る
。
例
え

ば
、
現
地
中
央
政
府
か
ら
の
支
援
策
等
を
受
け
る
た

め
に
、当
該
事
業
の
付
加
価
値
を
高
め
る
方
策
等
は
、

現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
一
緒
に
考
え
る
必
要
が
あ

図３ 海外展開に向けた課題分析等

る
。
ど
こ
の
国
で
あ
れ
、
予
算
の
枠
組
み
を
見
る
だ

け
で
そ
の
政
策
意
図
や
執
行
方
針
を
見
透
か
す
こ
と

は
不
可
能
だ
。

　

最
後
に
、
あ
る
程
度
の
持
久
戦
を
覚
悟
す
る
必
要

も
あ
る
。
例
え
ば「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
輸
出
」

の
先
進
事
例
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
フ
ラ
ン

ス
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
や
ス
エ
ズ
は
、
１
９
９
０
年
代
か

ら
中
国
へ
の
投
資
や
提
案
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し

て
き
た
。
そ
の
成
果
が
上
下
水
道
や
廃
棄
物
処
理
等

の
分
野
で
花
開
い
た
の
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

以
降
で
あ
り
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
中

長
期
戦
略
を
具
現
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
小
企

業
主
体
の
我
が
国
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
同
じ
モ

デ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
だ
が
、
例
え
ば

都
市
間
協
力
に
よ
る
自
治
体
間
チ
ャ
ネ
ル
、
更
に
は

商
社
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
有
す
る
民
間
企

業
と
の
チ
ャ
ネ
ル
等
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
既
存
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
し

つ
つ
、
中
長
期
的
な
視
野
か
ら
最
適
な
商
機
を
待
っ

て
事
業
投
資
を
行
う
の
が
有
効
と
な
ろ
う
。

　

冒
頭
で
例
え
な
が
ら
も
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ビ
ジ

ネ
ス
は
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
い
、
勝
者
が
一
人
と
は
限

ら
な
い
。
相
手
先
国
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
、
圧
倒
的

な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
た
戦
い
に
臨
む
以

上
、
は
じ
め
か
ら
展
開
先
側
と
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ

－

Ｗ
Ｉ
Ｎ

の
関
係
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
共
に
勝
利
を

目
指
す
戦
略
を
示
し
て
こ
そ
、
本
当
の
商
機
と
勝
機

が
生
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

海
外
展
開
事
業
の
成
功
に
向
け
て


